































































被 支援 地区 支 援省市
アル タイ地底 ア ルタ イ市　　　 カバ県　　　　　 プルチュ ン県　　 ジュ ミナ イ県 吉 林省
ナ ンギル県　　　 コク トカ イ県　　 プルル トカイ県 索 敵江省
新慮生 産建設兵 団農十緬
イ リ ・カザ フ イ一二 ン市　　　 優城県　　　　 ク イ トウン市　　 イ一二 ン県 江 蘇省




カ シュガル地区 カ シュ 酌 レ市　　 タシュ クル ガン市 深柳．市
疏附県　　　　　 フ アイザ バー ド県 広東省
新癒生 産建 設兵播農 三師
メルケ ト市　　　 疏 軌県　　　　　 ヨプルガ県　　　 ヤ ンギサ ル県 山東省
ヤル カン ド県　　 ボスカム県　　　 カルギ Ijク県　　 マ ラルペシ県 上海市
ー3一
ホー タン地区 ホー タン市　　　 ホー クン県　　　 墨玉県　　　　　 ロブ県 北 京市
新磋 生産建 設兵団鹿 田師
二ヤ 県　　　　　 チ ラ県　　　　　 ケりヤ県 天津市
グマ県 安徽省
トル ファン地区 トル ファ ン市　　 ビチ ャン県　　　 トクス ン県 湖南省
昌吉回族 畠書市　　　　　 マナス県　　　　 フ トビ県　　　　 沓台県 福注省
自治区 ジムサ ール県　　 ムルナ県
阜康 市　　　　 新癒 生産建設兵団 六師　　　　　　 五 泉渠市 山西省
タルノくガタイ地区 チ ョチ ェク市　　 ウス市　　　　　 ドル ピルジ ン県　 トリ県 遼寧省
コブ タサル 県　　 チ ヤガン県　　　 抄湾県
新讃 生産建設兵 団農八軒
新環 生産建設兵 団農八師石河 子市
ハ ミ地区 ハ ミ市　　　　　 バ ルクル県　　　 ア ラ トウル ク県 河南省
新薇 生産建設兵眉 農十三師
ポ ルタラ ポル タラ市　　　 精河県　　　　　 温泉 県 湖北省
モ ンゴル 自治区 新鹿生 産建設兵団 農五節
パ インゴ リン コルラ市　　　　 罵者 県　　　　 ホシ ョー ド県　　 チヤルチ ャン県 河北省
モ ンゴル自治区 チ ヤルタ リグ県　 パ グラシュ県　　 プグル県　　　　 ロブノール県
新遥生 産建設兵団農 二師
ア クス地 区 アクス市　　　　 ア ワ ト市　　　　 オンス一県　　　 トクス県 新I工省
シャヤ ル県　　　 パ イ県　　　　　 クチャ県
ウシュ トウル フアン県　　　　　　　 カルビ ン県
新班生 産建設 兵団農 一節 アラー ル市
クズ ルス ・キ ルギス アル トウシュ市　 ウルグチ ャ ット県　 アクチ県 江 蘇省


































































































































































































民考民 16 民 考漠17
教育 部 北 京大学 15 上海交通大 学 100
清 華大学 15 南京大学 100
中国人民大学 25 南開大学 50
大 連理工大学 50 北京外 国語大学 10
西安交通大学 50 蘭州大学 80
西 南師範大学 100 北京師範大 学 120
華中理工大 学 50 隣西師範大 学 1（沿
中国紡織大 学 1（氾 東北師範 大学 100
書林大学 60 天津大学 50
北京化工大 学 100 復旦大学 50
書林工業 大学 60 同済大学 75
革東理工 大学 1C的 北 京科技 大学 80
合肥工 業大学 100 東北大 学 80
無錫軽 工大学 100 四川大 学 100
武漢工 業大学 100 上海外 国語大 学 80
－11－
華中師範大学 と泊 漸江大学 80
中商工業大学 1仰 山東大学 80






























































































初一 初二 初三 ね‾－l司 高二
民族語 漢語 民族語 漢語 民族語 漢語 民族語 漢語 民族語 漢語
1958 6 4 5 4 5 4 3 5 3 5
1959 6 5 6 4 6 4 5 5 5 5
1961 6 5 6 4 6 4 5 5 5 5







初級 中学 高級 中学 学習時 間
初一 初二 初三 高一 高二 高三
漢語 7 6 6 5 5 5 1134
ウイグル語 3 3 3 3（氾







一年 二年 三年 四年 五年 絃学習時 間
漢語 13 13 13 3 8 1950
ウイグル語 4 4 4 424
外 国語 4 4 4 424
中等学校
初一 初二 初三 高 一 高二 線学習時間
漢語 7 6 6 5 5 例）8
ウイグル語 5 4 4 416










1998年 1999年 2（K氾 年 2∝）2年
漢 語 民 族 語 漢 語 民 族 語 漢 語 民 族 語 濃 語 民 族 語
初 級 中 学 99．7 90 95．8 93．6 99．3 93．5 102．5 94．1
う ち ：普 通 初 級 中 学 99．3 88．5 95．6 90．7 99．1 払 ．7 102．5 餅）．5
職 業 普 通 中 学 0．4 2．5 0．2 3 0．2 4．8 0．1 3．6
高 級 中 学 79．2 44．5 80．9 38．45 96．8 31．3 88．5 35．1
う ち ：普 通 高 級 中 学 45．2 27．1 47．6 21．9 53．6 20．4 68．5 25．5
職 業 高 級 中 学 10．9 3．9 8．8 2．6 6．4 1．6 4．7 1．2
中 等 専 門 学 校 15．5 8．4 17．6 11．3 30．1 7 10．3 5．6
技 術 学 校 7．7 5．2 6．9 2．6 6．8 2．2 5 2．9
大 学 56．4 54．4 92．1 54 98．7 74．ユ 83．5 82．5
大 学 48．6 40 糾 ．ユ 42 96．8 62．1 82．2 67．9
中 等 専 門 学 校
















数 学 物 理 化 学
平 均 点 合 格 率 平 均 点 合 格 率 平均 点 合 格 率
2〔氾3 漢 語 系 98．7 68．5 58．4 64．4 44．7
65．7ウイ グ ル語 系 74．7 35．8 49．3 42．5 39．5
カザ フ語 系 53．1 13．3 36 12．8 32．9 44．3
2∝国 漢 語 系 89．7 56．1 61．7 71．9 44 77．9

























































1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次
道徳 1 1 1 1 1
語文 9 8 7 7 7
漢語 18 10 8 8 8 8
数学 6 6 6 6 6 6
科学 2 2 2 2
体育 2 2 2 2 2 2
美術 2 1 1 1 1 1
音楽 2 1 1 1 1 1
情報 1 2 2 2
合計 30 30 30 30 30 30
初－ 初二 初三 高一 甘－同－ 高三
政治 2 2 2 2 2 2
語文 5 5 5 5 5 5
漢語 12 10 10 10 10 10
教学 5 5 4 4 4 4
英語 2 2 2 2 2 2
物理 4 4 4 4 4
化学 4 4 4 4
生物 2 1 2
歴史 1 1 1 2 2
体育 2 2 2 2 2 2
音楽 1 1 1 2
美術 1 1 1
労働技術 2 1 1































































（うち 2年制 ） 65，00％ 80．00％ 90．00％
（うち 7池川 ・9県市） 57％ 85％ 95％
中等教育
66．86％ 88．00％ 90．00％高級 中学進学率




9．1年 10．5年 11，0年労働年齢 人口平均
新規就業 人口平均 10．1年 12．0年 13．5年
「新彊経書ホ自治区政府網」
本論文のテーマのとの関係では、現在、小学校1年生から行われている漢
語教育を、学前教育の普及により幼稚園段階から開始すること、特に7地州
・9県市（カシュガル地区・ホータン地区、クズルス・キルギス自治州、ア
クス地区、イリ・カザフ自治州、アルタイ地区、タルバガタイ地区、和静県、
ロブノール県、チヤルタリク県、アラトウルク県、バルクル県、トルファン
市、トクスン県、モリ県、温泉県）のような少数民族が多く住む地域での普
及が指標として明示された。
－23－
また最終目標である高等教育でも、双語教育の実験区が集中する南彊地区
（カシュガル地区、ホーテン地区、クズルスヰルギス白洲H、アクス地区）
で高い目標が示され、そのための手段として、同計画の付録で、双語教育の
強化として、双語幼稚園、双語寄宿制学校、民漠合併普通高級中学等の強化
等の支援策が盛り込まれている。
では実際、対ロ支援の下、内地の各種教育機関との共同で、いかなる双語
教育が行われているのだろうか。その実態、そして成果と課題については現
地調査を含む地道な実証研究が必要のため、今後の課題としたい。
おわりに
本論文では、双語教育を中心とする教育分野での対ロ支援を概観した。そ
の中から多くの数多くの課題が浮上する。特に検討が必要なのが、漢語教育
は実際、新聾の「近代化」に貢献しているのかといった課題の検証である。そ
のためにも、人材と就業の新畦における現状を検討してゆく必要がある。つ
まり地域発展における教育支援の効果をめぐる問題群である。対ロ支援では、
地域ごとに「対ロ」が決められ、各地域独自に自らの地域開発の経験を生か
した、それぞれの取組みがなされている。新聾の場合でいえば北京・上海・
江蘇等の19の省市が自らの開発モデルと兢うことになっている。
中国は1978年の改革開放政策開始後、80年代の広東、90年代は上海、20仙
年入って以降は西部大開発・東北振興と開発モデルの形を変えてきた。論文
冒頭で述べたように、現在、中国の開発論の関心もインフラ整備を中心とし
た「ハコモノ」支援から、「ヒト」造り、人的資本の開発へと移行している。
教育、社会保障など人的資本形成にとって欠かせない社会・経済環境整備は、
中国の場合、中央政府の一定のガイドラインの下、実際の事業は地方政府が
独自に行い、その経験は地方政府に蓄積されてきた。では現在、「援蔵」「援
輩」として行われている非漠族地区の開発にとって、どの省市の取り組みが
－24－
高い評価を受け、それはなに故であろうか。
それは中国の新興国への開発援助を考えてゆく上で、興味深いテーマを提
供している。その意味でも新軽は中国のフロンティア、「実験場」である。
現在、新彊で試みられている漠民連携のパートナーシップの形式、例えば江
蘇省教育庁と新彊ウイグル自治区との共同実験の成果は、将来、中央アジア
諸国への支援にとってさまざまなノウハウを提供する。こうした今Hのパー
トナーシップの形成過程への理解を深めるためにも、現在、現場でいかなる
ノウハウが構築され、それはどのような人的ネットワークを通じて、政策化
されているのか。また支援を受ける少数民族の側でも、「支援を受ける」こ
とを通じて、どのようにグローバル下の時代、「縁辺人（marghdman）」と
して、ネットワークの結節点としての優位性を意識しているのか。中国に隣
接する日本にとっても、東アジアのネットワークの可能性を探る意味で、興
味深いテーマである。
1漢語、普通語、中国語等、漠族の言語をめぐり幾つかの概念が存在するが、
本論文では漢語は漠族の民族語、普通語は1950年代の民族間の共通語とし
ての漢語、国家語は2005年の「国家通用言語法」で公民としての中国人が
公的場所での使用が義務化された言語としての漢語の意味で使用する。
2阿不都熱礼克・鉄木ホほか『2010－2011年　新彊経済社会形勢分析与頚
測j新盤人民出版社、2010年、297－298ページ
3胡錦藩「深入貫徹科学発展観、努力推進新鑑」r新産工作文献遠縁1949
－2010j中央文献出版社、2010、715ページ
4超明剛「中国特色対ロ支援模式研究」F社会主義研究J（2011年2月）、2011
51958年の「（中共中央）青年を辺境、少数民族地区での社会主義建設に派
遣する決定」（1958年8月29日）では、1959年から63年の5年間で全図か
ら570万の青年が辺境開発に参加することになった。そのうち新彊支援は
江蘇60万、湖南60万、湖北40万、安徽40万の計2（第万人と人的に最大の支援
対象である。その他の地域については、河北から内モンゴルへ50万、河南
から青海へ65万、甘南へ15万、漸江から寧夏へ30万、四川は省内で東部か
－25－
ら西部へ100万、山東から東北3省へ80万、広東は省内（海南、南路）へ
30万となっていた。出典r新造工作文献選編1949－2010」中央文献出版
社、2010－202ページ
6シガッチェ地区は、現在、上海市・黒龍江省から第5期の幹部を受け入れ
ており、上海・黒龍江の支援団の隊長が同地区の共産党委員会副書記に就
任しているほか、上海市については、同地区副秘書長、組織部副部長、政
法委員会副書記、中級人民検察院副院長、検察分院副検察長、発展改革委
貞会副書記、国有資産委員会副主任、弁公室書記、以下、教育局、交通局、
民生局、科技局、公安局、建設局、衛生局、文化局、広電局等の副局長、
黒龍江省についても、同地区副秘書長、組織部副部長、発展改革委員会副
主任、農牧局、公安局、建設局、旅淀局、国土資源委員会、安全生産監督
局等の副局長と、対ロ支援を行う部門の要職に「援蔵幹部」が就任してい
る。
「援蔵綱」http：／／ⅩZ．Xlnhuanetcom／yuanzan
7阿不都熟軋克・鉄木ホ前掲書、293－294ページ
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帽テ握工作文献達編1949－2010』中央文献出版社、2010、607－608ペー
ジ
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10司永成主席『民族教育政策法規選編』民族出版社、2011年、31－34ページ
11同書、50ページ
12顧明遠、石中英主編r国家中長期教育改革和発展規画綱要　2010－2020年』
北京師範大学出版社，211ページ
13匡l家計画外とは、国家計画としての募集定員の他に、政策的に許可・義務
化された募集枠を指す。
14「関於内地与辺遠民族地区高等院校支援協作会議紀要」1987年11月、司前掲
書、65ページ
15同書、188－193ページ
16民考民とは、中等学校段階で、民族語学校で学んだ少数民族学生を指す。
17民考漠とは、中等学校段階で、漢語学校で学んだ少数民族学生を指す。
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18「行政法律領域語言状況」中国語言生活状況報告課題組偏『中国語言生活
状況報告　上編』商務印書館、2∝賂年，18ページ
19腐声ほかF中国新彊歴史与現状」新彊人民出版社、2010年、72－73ページ
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22同書、309－310ページ
23同書、315ページ
242000年の全国統一大学試験では民族語学校の学生に対する合格点が、重点
大学では文系・理系それぞれで13J巨1別点、それ以外の大学でも文系・理
系132・130点低く設定された。陳世明r新畦民漠双語現象与社会発展之関
係j民族出版社，2010年、318ページ
25陳前掲書、319ページ
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27同書、348－351ページ
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